


ジ体の発達は良 く,粗面小胞体は拡張している部分もあり, 中に Igと思われる物質 を含んでいたO

一般的にリンパ 球は LPS刺激後72時間までにリンパ芽球となりプラズマ芽球を経て 120時間目にはプ

ラズマ細胞になってゆく｡ しかしながらこの成熟過程は同調しておらず,例えば72時間目には,リンパ

芽球,プラズマ芽球,プラズマ細胞が同時にみられた｡B細胞は各種のB細胞 ミトーゲンに対する反応

性によりいくつかの subsetに分けられるが,LPSに反応する subsetは nu/duマウスではT細胞域

でまたnu/+マウスではB細胞域で増殖することが示された｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

先天的胸腺形成不全のヌードマウス牌細胞の invitroでの 大腸菌 リポ多糖体 (LPS)に対する反応

におけるT細胞,マクロファージ (M¢)の役割を3H-TdRとり込と IgM 産生細胞数で調べた｡ T

細胞は抗 Thy1.2と補体処理により,M¢はセファデックス G-10カラム通過により牌細胞よりほぼ

100%除去し得た｡ 未除去細胞と除去細胞とでは LPS反応性は変らなかった｡ これらの処理によって

も除去されないB以外の細胞の効果も考えられるが,むしろT細胞,M¢の関与は否定できよう｡LPS

腹腔内投与により生じた牌におけるB細胞の増殖分化は,ヌードマウスでは胸腺依存域でまた正常マウ

スでは炉胞部でみられ, B細胞の LPS反応性に違いがみとめられた｡LPS 反応性B細胞が成熟B細

胞であることより,ヌードマウスではこの subestが炉胞部より移動して胸腺依存域で増殖 ･分化した

ものと考えられた｡この過程は胸腺依存域でみられることより少数のT細胞を必要とする可能性もある

が,invitroの実験より否定されよう｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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